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１．はじめに  

 岸壁，防波堤，桟橋などのコンクリート港湾施設は，塩分雰囲気にあり，外部からの塩分の浸透による内部

鋼材の腐食が進行するなど，非常に厳しい環境に置かれている．また，高度経済成長期に集中的に整備された

ことなどから，今後，劣化の進行による安全性の低下や補修補強費用の増大が懸念され，耐久性を高める材料

の開発が切望される．このような背景の中，平成 4 年度の旧運輸省第四港湾建設局管轄の北九州港葛葉地区に

おける岸壁改良工事の一部において，緊張材に炭素繊維を用いたプレキャスト PC 床版（以下，CFRP 床版と

略す．）が試験的に採用された．この CFRP 床版は，炭素繊維緊張材を用いてプレテンション方式で製作され

た 3 枚の CFRP 床版を，現場において，炭素繊維緊張材を用いたポストテンション方式で連結し，場所打ちコ

ンクリートと一体化して合成床版としたものである．また，この床版は，施工から 5 年経過した時点で，目視

による外観調査を行い，施工から 10 年を迎えた時点においては，目視および赤外線カメラによる外観調査を

行っているが，ひび割れ等の変状は確認されていない．今回は，施工から 20 年が経過したので，目視調査に

加え，載荷試験等を行い，健全性の確認を行った． 

２．建設 20 年後の RC 床版取替えについて  

 北九州港葛葉地区桟橋は，直杭式横桟橋構造で，昭和 40

年から 41 年にかけて施工されたものである．当初は現場打

ちの RC 床版であったが，建設 20 年後には，梁および床版

のコンクリートのひび割れ，鉄筋腐食および鋼管杭の腐食

により，更新する必要があった． 

 平成 2 年度から 4 年度にかけて，梁の断面修復と，床版

の更新を行った．床版は，プレキャスト RC 床版とし，先

に述べたように，一部において CFRP 床版を試験的に採用

した．この CFRP 床版に用いた炭素繊維緊張材は，炭素繊

維を多数束ね，それを樹脂により結合させ棒状に成形した

複合材料である．図-１に桟橋の構造概要，図-２に床版構

造概要，図-３に CFRP 床版構造を示す。 
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  図-３ CFRP 床版構造図 
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     図-１ 桟橋の構造概要図 

図-２ 床版構造概要図 
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３．調査概要と結果 

３．１ 目視調査 

（１）調査概要 

平成 4 年度の改良工事から 10 年後の平成 15 年（10 年

前）に，前回の CFRP 床版劣化調査が行われた．今回の調

査は，改修工事から 20 年が経過して，前回調査時と同程

度の健全性を保っているか，あるいは変状が生じているか

を比較検証することが目的である．CFRP 床版の 1 区画に，

簡易足場を設置して近接目視を行った． 

（２）調査結果 

 施工から 20 年後の CFRP 床版の下面の状況は，写真-

１のように，10 年前と同様，ひび割れの発生や錆汁の滲

出等はなかった．建設から 20 年が経過しても健全であっ

た． 

３．２ 載荷試験 

（１）調査概要 

 本載荷試験は，重荷重の載荷による実構造物の変位や

ひずみを計測し，解析値と比較することで，CFRP 床版

上面と場所打ち部との接合面の剥離などの内部劣化を，

間接的に推定することが目的である．事前解析では，載

荷荷重190kNにおける床版中央の鉛直変位は0.20mmで

あり，引張応力度は，長手方向で 1.59N/mm2，短手方向

で 1.49N/mm2であった． 

（２）調査結果 

 CFRP床版の中央部にアウトリガーが位置するようク

レーンを据付け，荷重の除荷・再載荷を数回繰返し，床

版中央の鉛直変位およびひずみ値の履歴を記録した．

CFRP 床版の中央部で計測した荷重－変位履歴図を図-４に示す．試験で得られた測定値は，鉛直変位が平均

約 0.23mm，ひずみが短手方向，長手方向ともに約 55μ程度，応力度換算で 1.8N/mm2 との結果となった．ま

た，履歴曲線も概ね線形の挙動を示した． 

今回，載荷試験結果と解析値に大きなかい離はなく，CFRP 床版の内部ひび割れや場所打ち床版との剥離な

どの内部劣化は生じていないと判断できる． 

４．おわりに  

 今回の調査では，改良工事後 20 年が経過した CFRP 床版の目視調査，載荷試験を行った．目視調査では，

CFRP 床版本体の下面にはひび割れ等の変状は無く，載荷試験においては，CFRP 床版の剛性低下は確認され

なかった．以上より，緊張材に炭素繊維を用いたプレキャスト PC 床版の長期にわたる有用性を確認すること

ができたと考える． 
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写真-１ CFRP 床版下面の状況 
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図-４ 荷重－変位曲線 
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